
       

   

 東京工業大学について 

東京工業大学は、1881 年に設立された、明治政府による最初の工業教育機関である「東京

職工学校」を原点としており、1929 年に大学昇格して「東京工業大学」と改称されました。 

東工大では、2016 年より日本の大学で初めて、学部と大学院を統一した「学院」が創設さ

れました。理学院、工学院、物質理工学院、情報理工学院、生命理工学院、環境・社会理工学

院の 6 つの学院の下にそれぞれに対応した系とコースとがあり、東工大生は学士課程の 2 年

次に自身の所属する系を選択します。理工系の学院とは別に、様々な文系分野の専門家が所

属する「リベラルアーツ研究教育院」が存在し、授業と研究を通じて、理工系の専門知識と

多彩な文系分野の教養を学ぶことができます。 

 キャンパス紹介 

大岡山キャンパス、すずかけ台キャンパス、田町

キャンパスの 3 つがあり、ここでは大岡山キャン

パスとすずかけ台キャンパスを紹介します。 

大岡山キャンパス 

 かつては浅草蔵前にあったキャンパスは関東

大震災により全焼してしまい、翌年に現在の大岡

山へと移転・復興されました。その後竣工された

西 1 号館、本館および 70 周年記念講堂は登録有

形文化財にも指定されており、歴史を感じさせる

堂々とした佇まいをしています。 

2011 年に新設された東工大附属図書館は地下

1、2 階に図書館エリアがあり、収容棚数 28,000、

63 万冊以上もの蔵書が収められています。地上

2、3 階は学習スペースとなっており、眺望を活

かした開放感のある空間となっています。 

昨年 4 月に新設された Taki Plaza には地上 2

階、地下 2 階の 4 フロアに学生同士が交流でき

るフリースペースや留学・就職・学修情報エリア、

イベントスペース、カフェが併設されており、独

特な形状からなる開放的なスペースのもと快適

に議論・交流ができる場となっています。  
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すずかけ台キャンパス 

すずかけ台キャンパスでは、1990 年に生命理

工学部（現在は生命理工学院に統一）が設置され

ており、生命系の研究室が多いですが、機械系の

研究室も複数あり、熱工学からナノ・マイクロ技

術や医療ロボティクスといった最先端の研究が

行われています。 

 

 ロボット技術研究会の活動紹介 

 東京工業大学ロボット技術研究会（通称：ロ技研）は 1981 年に数名の有志により設立さ

れ、昨年で設立 40 周年を迎えた、本学でも歴史の深いものつくりサークルです。ロボットの

制作や研究、電子工作、機械工作、プログラミングなどの幅広い分野にわたるものつくり活

動を行っています。特に、各学生が各々の興味の赴くままに自由に活動を行っていることが

特長です。 

 この特色を支える枠組みとして、「研究室」制度があります。この「研究室」は、大学の研

究室とは全く異なり、同じ興味やテーマを持つ学生の集まりです。各研究室は独自に設けた

研究テーマに沿い、種々のコンテストへの参加や研究活動を行っています。 

 主な研究室として、NHK 学生ロボコンでの優勝を目指す「Maquinista」、水中ロボットコ

ンペティションへの参加を目指す「アクア研」、各自が作りたいものを作る「たのしいロボッ

ト帝国」、二足歩行ロボットの製作や ROBO-ONE 出場を目指す「ACT」、マイクロマウスの

制作を行う「Cheese」、暮らしを面白くするものを作る「Assist 研」などがあります。

Maquinista は 2017 年の NHK 学生ロボコンで初優勝を果たし、続く国際大会である ABU

アジア・太平洋ロボットコンテストで 4 位の成績を収めています。 

ロ技研内部での「研究報告会」や勉強会である「rogy ゼミ」で技術力や知識をサークル内

で共有する他、東工大の大学祭「工大祭」や春の新歓活動で対外的な発表や展示を行ってい

ます。興味のある方は、是非お越しください。 

 

  

NHK 学生ロボコン 2017 の様子 

 
すずかけ台キャンパス大学会館 

工大祭での展示 
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 工学院 機械系 研究室の紹介 

 最後に東京工業大学工学院機械系機械コースの研究室を紹介します。 

工学院には機械系を含め 5 つの系があり、機械系だけでも約 60 もの研究室があります。ここ

では、紙面の都合で機械系 HP に紹介されている各研究室の大まかな研究グループと研究テ

ーマだけを簡単にまとめました。興味のある研究室があればぜひ各研究室のホームページを

覗いてみてください。（東工大 HP の URL はこちら：http://www.mech.e.titech.ac.jp） 
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URL：https://www.jsme.or.jp/kt/sotsuken/62nd 

Gakusei.html 

企 画：関東支部 

開催日：2023 年 3 月 16 日（木） 

関東支部第 29 期総会・講演会は 2023 年 3 月 16

日（木）に併催、17 日（金）に単独開催となります。 

会 場：Web 開催 

講演申込締切日：2022 年 11 月 22 日（火） 

講演申込は学生会員に限ります。講演申込時に

は正式な会員番号が必要になりますので、講演

申込締切日迄に間に合うよう入会手続き（会費支

払まで）を完了するようお願いいたします。入会

手続き方法は https://www.jsme.or.jp/member 

/register-application/individual-member を ご 参

照下さい。 

原稿提出締切日：2023 年 1 月 23 日（月） 

募集要項： 

（1） 登壇者は、日本機械学会学生員で、かつ学部

4 年生（高専 5 年生および専攻科 2 年生を含

む）の卒業予定者とし、卒業研究を発表してい

ただきます（大学院生不可）。 

（2） 登壇者は学生員に限ります。講演申込までに

学会入会手続きを完了していない場合には、

講演申込ができませんのでご注意下さい。講

演申込時には正式な会員番号が必要です。 

（3） 講演申込と学会入会手続きは異なりますので、

それぞれにお申し込み下さい。 

（4） 講演時間は 1 題目あたり 10 分、討論は 5 分、

計 15 分とします。 

（5） 原稿は、A4 判 1 段組で 2～5 頁とします。ファ

イルサイズは 2MB（メガバイト）以内としてくだ

さい。 

（6） 原稿の作成については、「日本機械学会関東

支部 関東学生会 卒業研究発表に際して」 

（ https://www.jsme.or.jp/kt/sotsuken/sotsuken.

html）を必ずご覧下さい。 

（7） 会員校の役員（教員等）に、開催要項、講演原

稿の書き方、入会申込みなどの詳細資料を送

付してあります。会員校ではない大学等に所

属している学生でも講演申込みは可能です。 

（8） 登壇者には司会をお願いする場合があります。 

 

講演申込方法： 

・ 関東支部 WEB サイト 

（https://www.jsme.or.jp/kt/sotsuken/62ndGakusei.

html）から講演者自身によりお申し込み下さい。 

・ 講演のお申し込みサイトの「ステップ 3著者・

共著者情報」画面において、「学部 4 年」、ま

たは「高専 5 年」のように講演者の学年を必

ず入力して下さい。 

・ 講演のお申し込みサイトの「ステップ 3著者・

共著者情報」画面において、指導教員情報を 

必ず入力して下さい。 

Best Presentation Award： 

関東学生会および関東支部では、すばらしい口頭

発表を行った学生員に対して Best Presentation 

Award を贈賞いたします。 

参加登録費：登壇者：2,000 円（ダウンロード版予稿

集を含む） 

聴講者：無料（ダウンロード版予稿集の提供なし） 

なお、登壇者に限り、併催の関東支部第 29 期講

演会の聴講は無料となります。 

予稿集・講演論文集： 

〇予稿集の発行について 

予稿集は、Web 上での配布となります（冊子や

USB、CD-ROM での配布は行われませんのでご

注意下さい）。予稿集の販売は行われません。 

〇講演論文集の発行について 

講演論文集には、当日未発表の原稿、1 ページ

原稿、掲載を希望しない原稿は含まれませんの

でご注意ください。なお、講演論文集 CD-ROM 版

を数量限定でご希望の方に販売致します（後日

販売となります。当日の販売はございませんので

ご注意ください）。講演論文集には、関東支部第

29 期総会・講演会の内容も含みます。価格は、

会員 3,000 円、会員外 5,000 円（いずれも税、送

料込）です。希望される方は下記問合せ先へお

申込み下さい。 

 

問合せ先：日本機械学会関東支部 関東学生会 

電話（03）4335-7620／E-mail：kt-staff@jsme.or.jp 

 
※本講演会に関する最新情報は関東支部 HP にてご確認

ください。 
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